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大気、水質、騒音等については、環境基本法16条により「人の健康を

保護し、生活環境を保全する上で維持されることが望ましい基準」とし

て、環境基準を定めることとなっています。

県及び国・政令市は、この環境基準の達成状況を確認するため、大気

汚染防止法22条、水質汚濁防止法15条に基づき、大気・水質の常時監

視を実施しています。また、市においては、自動車、新幹線騒音・振動

の監視を行っています。

本書は、令和４年度における大気常時監視測定結果、水質常時監視測

定結果、自動車、新幹線騒音・振動、公害苦情の処理状況、相生市環境

マネジメントおよび環境学習の取り組みについて掲載しています。

○令和４年度の測定地点数

（１）大 気 相生市役所局 １局

（兵庫県下一般環境大気測定局５７局）

池之内局 １局

（兵庫県下自動車排出ガス測定局３１局）

（２）自動車騒音・振動 ３地点 面的評価 2地点

（３）新幹線鉄道騒音・振動 ３地点

（４）水 域 河川６地点、海域３地点
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測定箇所一覧 凡 例

★水質調査 河川６地点

海域３地点

自動車騒音・振動 国道２号２地点

国道２５０号１地点

新幹線騒音・振動 ３地点

自動車騒音面的評価 ２地点

大気・自動車排出ガス測定局 ２地点
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１ 大気汚染の現況

大気中の汚染物質について、市役所局と池之内局（国道２号沿い）の２箇所で

測定しています。（兵庫県実施）

（１）相生市役所局測定結果について

★相生市役所局にて測定している項目

①二酸化窒素 ②浮遊粒子状物質 ③微小粒子状物質 ④光化学オキシダント

①二酸化窒素 （ＮＯ２）

窒素酸化物とは、物が高い温度で燃えた時に、空気中の窒素と酸素が結びついて

発生する一酸化窒素と二酸化窒素のことを言います。

特に、二酸化窒素は、高濃度で人の呼吸器に悪影響を与えます。

また、窒素酸化物は光化学スモッグや酸性雨の原因となります。

環境基準：１時間値の１日平均値が 0.04ppm から 0.06ppm までのゾーン内また

はそれ以下であること。 ※ppm は割合の単位で、百万分のいくらかを表す。

（例）1ppm は、0.0001％

評価方法：年間における１日平均のうち、低い方から 98％に相当するものが

0.06ppm 以下であること。

●測定結果について

兵庫県下一般局５４局で測定を行い、平成１１年度以降、全局で環境基準を達成し

ています。 また、年平均値の全局平均値は、0.00９ppm、相生市は 0.00８ppm

であり、減少傾向にあります。

日平均値の年間９８％値（ppm）

年 度 Ｓ４８ Ｈ元 Ｈ３０ Ｒ元 R２ R３ Ｒ４

相 生 市 － 0.029 0.021 0.020 0.020 0.018 0.018

年 平 均 値（ppm）

年 度 Ｓ４８ Ｈ元 Ｈ３０ Ｒ元 R２ R３ Ｒ４

相 生 市 0.021 0.017 0.010 0.009 0.009 0.008 0.008

県下全局 － 0.020 0.010 0.010 0.009 0.009 0.009

0.005

0.01

0.015

0.02

0.025

Ｓ４８ Ｈ元 Ｈ３０ Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４

二酸化窒素（ＮＯ２）年平均値の経年変化

相生市

県下全局
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②浮遊粒子状物質 （ＳＰＭ）

浮遊粒子状物質とは、固体及び液体の粒のことを言い、工場などから排出される

もの（ばいじん）や、物の粉砕などによって発生するもの（粉じん）、ディーゼル車

の排ガスに含まれるもの（黒煙）、土ぼこりなどの自然現象によるものがあります。

その中で、粒径１０ミクロン以下の小さいものを、浮遊粒子状物質とよびます。

浮遊粒子状物質は、小さいため、大気中に長期間とどまり、肺や気管などに沈着し

やすく呼吸器への影響があると言われています。

※環境基準：１時間値の１日平均値が 0.10mg/㎥以下であり、かつ１時間値が

0.20mg/㎥以下であること。 ※mg／㎥は重量の単位。1㎥中の物質重量。

評価方法

短期的評価：１時間値又は１日平均値を比較する。

長期的評価：年間にわたる１時間値の１日平均値のうち、高い方から２％の範囲

のものを除外した最高値を環境基準と比較し、かつ、１日平均値が、

環境基準を超える日が２日以上連続しないこと。

●測定結果について

兵庫県下一般局５３局で測定を行い、全局で環境基準を達成しています。

また年平均値の全局平均値は、0.0１４mg／㎥、相生市では 0.01２mg／㎥です。

日平均値の２％除外値（㎎／㎥）

年 度 Ｓ６１ Ｈ２５ Ｈ３０ Ｒ元 R２ R３ R４

相 生 市 － 0.064 0.050 0.042 0.051 0.031 0.034

年 平 均 値（㎎／㎥）

年 度 Ｓ６１ H25 H３０ Ｒ元 R２ R３ R４

相 生 市 0.033 0.019 0.017 0.015 0.014 0.012 0.012

県下全局 0.037 0.021 0.018 0.016 0.015 0.014 0.014

0.01

0.02

0.03

0.04

年
平

均
値

（
㎎

／
㎥

）

Ｓ６１ Ｈ２５ Ｈ３０ Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４

浮遊粒子状物質の年平均値の経年変化

相生市

県下
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③微小粒子状物質 （PM2.5）

微小粒子状物質とは、工場のばい煙や自動車の排気ガス等を発生源とする、大気

中を漂う 2.5μｍ以下の微小粒子状物質であり、粒子が非常に小さいため、呼吸によ

り大量に吸い込むことで呼吸器や循環器等への悪影響が懸念されています。

環境基準：１年平均値が１５μｇ/㎥以下であり、かつ、１年間における１日平均値

が 35μg/㎥以下であること。

※μg／㎥は重量の単位。1㎥中の物質重量μｇ(ﾏｲｸﾛｸﾞﾗﾑ)は、100 万分の 1ｇ。

＜注意喚起の暫定基準＞

日平均 70μg（環境基準の２倍）を超える恐れがある場合、「相生市 PM2.5（微

小粒子状物質）緊急時対策要領に基づき市民に対し下記の注意喚起を行う。

（１）注意喚起の内容

・不要不急の外出、屋外での激しい運動を控える

・室内での換気や窓の開閉を最小限にし、洗濯物は屋内に干す

（２）情報提供等

・県「ひょうご防災ネット」（携帯メール）を通じて情報発信

・市 施設・学校等への情報提供、広報車の巡回

●測定結果について

兵庫県下一般局４０局で測定を行い、全局で環境基準を達成している。

また、年平均値の全局平均値は、８．６μｇ/㎥、相生市では、６．６μｇ/㎥である。

なお、注意喚起情報の発信はありませんでした。

なお、相生市においては、Ｈ２５年１２月より測定を開始しています。

日平均値の年間 98％値（μｇ/㎥）

年 度 Ｈ３０ Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４

相生市 28.4 24.1 25.9 17.0 18.0

年 平 均 値(μｇ/㎥）

年 度 Ｈ３０ Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４

相生市局 9.9 8.6 7.9 6.6 6.6

県下全局 【39 局】11.4 【39 局】10.0 【38 局】9.8 【41 局】8.5 【4０局】8.６
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④光化学オキシダント

夏の日中などに、工場や自動車から排出される大気中の窒素酸化物と炭化水素が

太陽の紫外線を受けて光化学反応を起こし生成する二次的汚染物質の総称で、この

物質からできたスモッグが光化学スモッグです。

日差しが強く、気温が高く、風の弱い日中に発生しやすく、人の粘膜への刺激、呼

吸器への影響があり、農作物などの植物にも影響を与えます。

なお、兵庫県では、光化学スモッグ緊急時対策実施要領を定め、光化学スモッグの

発生しやすい 4 月 2０日～10 月 1９日の間（土、日問わず）、特別監視体制をとり、

以下の対策を実施しています。

（１）監視、広報、自動車の運行についての自粛を呼びかける。

（２）工場・事業場への窒素酸化物の削減要請等を行う。

（３）健康被害発生時、医療措置を行う。

★光化学スモッグ広報等発令時における周知事項

１ 学校及び施設では、できるだけ屋外での運動を避け、屋内に入る。

２ 目に、刺激や痛みを感じた人は、洗眼する。

３ のど、鼻に刺激や痛みを感じた人は、うがいをする。

４ 症状のひどい人は、医師の手当てを受ける。

環境基準

１年間の昼間に観測されたすべての１時間値が 0.06ppm 以下であること。

●測定結果について

兵庫県下一般局４８局で測定を行い、全局で環境基準非達成です。また、全局の

昼間の日最高１時間値の平均値は 0.047ppm であり、相生市では 0.047ppm とな

っています。

昼間の日最高１時間値の平均値（ppm）

年 度 Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ元 R２ R３ R４

相 生 市 0.049 0.052 0.049 0.047 0.052 0.050 0.047

県下全局 0.048 0.049 0.047 0.047 0.047 0.047 0.047

0.03

0.04

0.05

0.06

（
p
p

m
）

Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４

光化学オキシダント昼間の日最高１時間値の平均値の経年変化

相生市
県下全局
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令和４年度の光化学スモッグ特別監視期間（4 月 20 日～10 月 19 日）におけ

る光化学スモッグ広報等の発令は、兵庫県下で１件の発令がありましたが、相生市に

おいてはありませんでした。

光化学スモッグ注意報の発令基準及び措置の内容

光化学スモッグ注意報等の過去１０年間の推移 （ ）は、兵庫県下の数値

（参考）兵庫県内での予報、注意報の地域数は延べ数です。

区 分 発 令 基 準 措 置 へ の 内 容

予 報 オキシダント濃度が、気象条件から注意報の

発令基準に達するおそれがあると判断した

とき

・工場・事業場への窒素酸化物排出量の２０％削

減要請

・有機溶剤等炭化水素の使用抑制の要請

・不用不急の自動車運転の自粛要請

注意報 オキシダント濃度の１時間値が

0.12ppm 以上になり、気象条件からみて、

その濃度が継続すると認められるとき

上記措置の徹底及び確認

警 報 オキシダント濃度の１時間値が

0.24ppm 以上になり、気象条件からみて、

その濃度が継続すると認められるとき

上記措置の徹底及び確認

重大警報 オキシダント濃度の１時間値が

0.40ppm 以上になり、気象条件からみて、

その濃度が継続すると認められるとき

・工場・事業場への窒素酸化物排出量の４０％

削減要請

・有機溶剤等炭化水素の使用抑制の要請

・自動車運転者への公安委員会の指示

項目

年度

予 報 注 意 報 被害者届出数

日 数 地 域 数 日 数 地 域 数 人

H２５ ０ （1） ０ （2） ０ （2） ０ （5） ０ （０）

H２６ ０ （0） ０ （0） ０ （2） ０ （2） ０ （０）

H２７ ０ （2） ０ （8） ０ （2） ０ （5） ０ （０）

H２8 ０ （1） 0 （1） ０ （1） ０ （2） ０ （０）

H２９ ０ （2） ０ （4） ０ （1） ０ （1） ０ （０）

H３０ ０ （0） ０ （0） １ （2） １ （3） ０ （０）

R 元 1 （4） 1 （25） 0 （3） 0 （15） ０ （０）

R２ 1 （1） 1 （1） 1 （2） 1 （3） ０ （０）

Ｒ３ ０ （0） ０ （0） ０ （0） ０ （0） ０ （0）

Ｒ４ ０ （0） ０ （0） ０ （1） ０ （4） ０ （0）
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光化学スモッグ注意報等発令日数の推移（兵庫県下）

（参考）市役所局（公害監視センター内部、測定機器類）の写真

（２）池之内自動車排出ガス測定局測定結果について

★池之内自動車排出ガス測定局について測定している項目

①二酸化窒素 ②浮遊粒子状物質 ③一酸化炭素 ④微小粒子状物質

①二酸化窒素（ＮＯ２）

●測定結果について

兵庫県下の自排局２5 局で測定を行い、全局で環境基準を達成しています。

また、年平均値について全局平均値は、0.0１3pm、池之内局値は、0.012ppm、

であり、減少傾向にあります。
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年 度 Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４

相 生 市 0.018 0.017 0.015 0.018 0.013 0.012

県下全局 0.018 0.016 0.015 0.014 0.014 0.013
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②浮遊粒子状物質 （ＳＰＭ）

●測定結果について

兵庫県下自排局２６局で測定を行い、全局で環境基準を達成しています。

また、年平均値の全局平均値は 0.014mg／㎥、池之内局は 0.016mg／㎥です。

③一酸化炭素（ＣＯ）

炭素または炭素化合物が不十分な酸素供給の下に燃焼するか、あるいは炭素ガスが

赤熱した炭素と接触するときに生ずる無色、無臭の気体。自動車の排気ガスに含まれ

て大気中へ排出される。

環境基準：１時間値の１日平均値が 10ppm 以下であり、かつ、１時間値の 8 時間平

均値が 20ppm 以下であること。

日平均値の２％除外値（㎎／㎥）

年 度 Ｈ７ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４

池之内局 － 0.04７ 0.045 0.041 0.041 0.029 0.035

年 平 均 値（㎎／㎥）

年 度 Ｈ７ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４

池之内局 0.030 0.021 0.019 0.017 0.017 0.015 0.016

県下全局 0.034 0.018 0.017 0.015 0.015 0.014 0.014

0.01

0.02

（
ｐ

ｐ
ｍ

）

Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４

年平均値の二酸化窒素（ＮＯ２）経年変化

相生市
県下全局
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●測定結果について

自排局２１局で測定を行い、全局で環境基準を達成しています。

年平均値の全局平均値は、０.3ppm です。なお、池之内局について、年平均値は、

０.３ppm です。

④微小粒子状物質（ＰＭ２.５）

●測定結果について

兵庫県下自排局 2３局で測定を行い、全局で環境基準を達成しています。

年平均値の全局平均値は、9.６μｇ/㎥です。

なお、池之内局について、年平均値は、９.９μｇ/㎥です。

日平均値の年間 98％値（μｇ/㎥）

年 度 Ｈ３０ Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４

池之内 2６.１ 2６.２ 2８.４ 19.8 22.0

年 平 均 値(μｇ/㎥）

年 度 Ｈ３０ Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４

池之内 11.0 10.3 9.9 8.7 9.9

県下全局 【22 局】12.3 【24 局】10.9 【2６局】10.6 【25 局】9.5 【23 局】9.6

年 平 均 値（ｐｐｍ）

年 度 S63 Ｈ１６ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４

相 生 市 0.6 0.4 0.3 0.3 0.3 0.4 0.2 0.3

県下全局 1.2 0.6 0.4 0.4 0.3 0.3 0.3 0.3

0

0.4

0.8

1.2

1.6

p
p

m

Ｓ６3 Ｈ１６ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４

年　平　均　値（ＣＯ）

池之内

県下全局
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2 道路騒音・振動

測定地点の地域の類型、地域の区分について

※１ 騒音に係る環境基準 （単位：dB）

調査地点
道 路 用途地域

騒 音 振 動

環境基準※

1

要請限度※2 要請限度※３

番号 住 所 地域の類型 区域の区分 区域の区分

① 竜泉町 325-1 国道２号 準工業地域 Ｃ ｃ 第２種区域

②
若狭野町

出１５３-1
国道２号 市街化調整区域 Ｂ ｂ 第１種区域

③ 千尋町 4-5 国道 250 号 第１種中高層 Ａ ａ 第１種区域

地域の

類 型
当てはめ地域 地域の区分

時間の区分

昼 間

(6～22 時)

夜 間

(22～6 時)

AA なし ― 50 以下 40 以下

A

第１種低層住居専用地域

第２種低層住居専用地域

第１種中高層住居専用地域

第２種中高層住居専用地域

一般地域 55 以下 45 以下

２車線以上の車線を有する道路に面する地域 60 以下 55 以下

B

第１種住居地域

第２種住居地域

準住居地域

市街化調整区域

一般地域 55 以下 45 以下

２車線以上の車線を有する道路に面する地域 65 以下 60 以下

C

近隣商業地域

商業地域

準工業地域

工業地域

一般地域 60 以下 50 以下

車線を有する道路に面する地域 65 以下 60 以下
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※２ 騒音にかかる要請限度 （単位：dＢ）

昼間：６：００～２２：００

夜間：２２：００～６：００

騒音規制法において、市町村長は指定地域内における自動車騒音を低減するために測定に基づ

き、道路管理者などに意見を述べ、都道府県公安委員会に対して対策を講じるよう要請すること

ができるとしています。この判断の基準となる値を要請限度と呼びます。

※３ 振動に係る要請限度 （単位：dＢ）

※ dB は、騒音の大きさ及び振動の強さの単位

区域の区分
１車線 ２車線以上 幹線交通近接区域

地域の目安
昼間 夜間 昼間 夜間 昼間 夜間

ａ区域

６５ ５５

７０ ６５

７５ ７０

第１種低層住居専用地域

第２種低層住居専用地域

第１種中高層住居専用地域

第２種中高層住居専用地域

ｂ区域

７５ ７０

第１種住居地域

第２種住居地域

準住居地域

市街化調整区域

ｃ区域 ７５ ７０

近隣商業地域

商業地域

準工業地域

工業地域

区域の区分 昼 間

（８～１９

時）

夜 間

（１９～８時）

地域の目安

第１種区域 ６５ ６０

第１種低層住居専用地域、第２種低層住居専用地域、

第１種中高層住居専用地域、第２種中高層住居専用地域、

第１種住居地域、第２種住居地域、準住居地域、

市街化調整区域

第２種区域 ７０ ６５ 近隣商業地域、商業地域、準工業地域、工業地域
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①竜泉町３２５－１ 国道２号

②若狭野町出 153－１ 国道２号

調 査 日

騒 音

（dB）

振動（dB） 備 考

昼間 夜間 昼間 夜間 騒音：昼間、夜間ともに環境基準を超過し、

夜間は要請限度も超過した。

振動：昼間、夜間ともに要請限度を満足し

た。

Ｒ5 年 3 月 6 日

～7 日

測定結果 ７4 ７2 ４1 ４0

環境基準 ７０ ６５ － －

要請限度 ７５ ７０ ７０ ６５

調 査 日

騒 音

（dB）

振動（dB） 備 考

昼間 夜間 昼間 夜間 騒音：昼間、夜間ともに環境基準および要

請限度を満足した。

振動：昼間、夜間ともに要請限度を満足し

た。

Ｒ5 年３月 6 日

～7 日

測定結果 58 58 36 36

環境基準 ７０ ６５ － －

要請限度 ７５ ７０ ６５ ６０

★

測定地点

（１）自動車騒音・振動測定結果について

Ｒ４年度、国道２号線拡張

工事の影響により、同線沿

いの同様環境の地点に観測

点を変更。

【～Ｒ３年度】

若狭野町若狭野６６－１

【Ｒ４年度】

若狭野町出１５３－１

★

測定地点
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③千尋町４－５ 国道２５０号

④那波野 2 丁目１２４－３ 市道旭那波野線

調 査 日

騒 音

（dB）

振動（dB） 備 考

昼間 夜間 昼間 夜間 騒音：昼間、夜間ともに環境基準および要

請限度を満足した。

振動：昼間、夜間ともに要請限度を満足し

た。

Ｒ5 年 3 月 7 日

～8 日

測定結果 ６7 ６1 ４３ ３2

環境基準 ７０ ６５ － －

要請限度 ７５ ７０ ６５ ６０

調 査 日

騒 音

（dB）

振動（dB） 備 考

昼間 夜間 昼間 夜間 過去１０年以上に渡りデータに大きな変

動は無く、また、将来に渡り交通量の大幅

な増加もないと見込めるため、令和元年度

より測定を終了した。

－

測定結果 － － － －

環境基準 ６５ ６０ － －

要請限度 ７５ ７０ ６５ ６０

★

★

測定地点

測定地点
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過去５年間 道路騒音、振動測定結果 （単位：dB）

赤字は、環境基準を超えたもの

①竜泉町地点 ②若狭野町出地点 ③千尋町地点 ④那波野 2 丁目地点

騒 音 振 動 騒 音 振 動 騒 音 振 動 騒 音 振 動

昼 夜 昼 夜 昼 夜 昼 夜 昼 夜 昼 夜 昼 夜 昼 夜

環境基準 70 65 － － 70 65 － － 70 65 － － 65 60 － －

要請限度 75 70 70 65 75 70 65 60 75 70 65 60 75 70 65 60

Ｈ３０ 74 75 42 43 77 77 47 47 68 64 42 32 62 56 32 <25

Ｒ元 74 73 42 41 74 75 42 42 68 63 42 36 － － － －

Ｒ２ 75 74 42 42 74 75 41 42 67 62 43 32 － － － －

Ｒ３ 75 74 42 41 69 69 47 47 68 62 43 33 － － － －

Ｒ４ 74 72 41 40 58 58 36 36 67 61 43 32 － － － －

30

40

50

60

70

80

騒
音

・
振

動
（

ｄ
ｂ

）

Ｈ３０ Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４

①竜泉町データ

騒音(昼)

振動(昼)

騒音(夜)

振動(夜)

30

40

50

60

70

80

騒
音

・
振

動
（

ｄ
ｂ

）

Ｈ３０ Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４

②若狭野町出データ

騒音(昼)
振動(昼)
騒音(夜)
振動(夜)

30

40

50

60

70

80

騒
音

・
振

動
（

ｄ
ｂ

）

Ｈ３０ Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４

③千尋町データ

騒音（昼）

振動（昼）

騒音（夜）

振動（夜）

20

30

40

50

60

70

騒
音

・
振

動
（

ｄ
ｂ

）

Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４

④那波野2丁目データ （※振動（夜）は、計器の

下限値未満のため、表示していない。） 

騒音（昼）

振動（昼）

騒音（夜）

振動（夜）
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（２）自動車騒音面的評価測定結果について

騒音規制法第１８条の「自動車騒音の状況を常時監視しなければならない」とす

る規定に基づき、騒音に係る環境基準の達成状況等を把握するものです。

●面的評価とは・・・

道路に面した地域（道路端から 50ｍの範囲）において、個々の建物ごとの騒音

レベルを推計し、環境基準に適合している戸数の割合を算出して評価します。

＜例＞

対象地域内に住居等が 100 戸あり、そのうちの 80 戸が環境基準に適合する

場合、適合率は 80％となります。

●対象道路

高速道路、国道、主要県道、一般県道、４車線以上の市道が対象となります。

●実施計画

市域の対象道路のうち、沿道に住宅が密集する等、騒音により生活に影響を及

ぼす懸念がある道路を選定し、５年毎のローテーションで評価を実施します。

評価方法のイメージ

１５

５０ｍ

評
価
区
間

店舗
ｄB

住居

ｄB

住居

ｄB

騒音測定場所

道路
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市内対象道路（実施計画による評価路線と昼夜の達成率）

◎評価結果について

①評価区間等

②騒音測定結果（単位：dB）

③面的評価結果

道路区分 対象道路 調査地点 実施年度 達成率％(昼夜)

高速道路 ●山陽自動車道 ○ひかりが丘 － －

国 道 ●国道２号 ○池之内～若狭野町野々地内 Ｒ３ ５２.７

○福井～野々 Ｈ３０ ３８.６

●国道２５０号 ○千尋町 R２ １００

県 道

●５号姫路上郡線 ○二木交差点付近 Ｒ４ １００

●４４号相生宍粟線 ○竜泉町交差点～たつの市境 Ｒ４ １００

●６４号相生停車場線 ○市役所交差点～旭大橋 Ｒ元 １００

●１２１号たつの相生線 ○垣内橋～普光沢新橋 R２ １００

○国道２号池之内～たつの市境 － －

７１５号竜泉那波線 バイパスのため沿道に住宅なく非実施 － －

●４４９号多賀相生線 ○上土井 Ｈ２９ １００

５６８号相生壺根公園線 沿道に住宅なく非実施 － －

市 道 ＜４車線の該当路線なし＞ － － －

対象道路 評 価 区 間 区間延長(km)

姫路上郡線
始 点 たつの市・相生市 境

１．０
終 点 多賀相生線 交点（付近）

相生宍粟線
始 点 一般国道２号 交点

８．７
終 点 相生市・たつの市 境（付近）

合 計 ９．７

対象道路
道路沿道 背後地

昼 間 夜 間 昼 間 夜 間

姫路上郡線 ６８ ６０ ５９ ４９

相生宍粟線 ６６ ５９ ５２ ４９

環境基準 ７０ ６５ ７０ ６５

対象道路
住 居 等

戸数（戸）

昼のみ達成 夜のみ達成 昼夜とも達成

達成戸数（戸） 達成率（％） 達成戸数（戸） 達成率（％） 達成戸数（戸） 達成率（％）

姫路上郡線 ２０ ０ ０ ０ ０ ２０ １００

相生宍粟線 １２４ ８９ ０ ０ ０ １２４ １００



１６

１ 姫路上郡線

①平面図

測定地点：（道路近傍）矢野町二木 二木公民館地内

（背後地）同上

②測定時の状況写真 （令和４年１１月１６日～１１月１７日）

自動車騒音面的評価の平面図等



１７

２ 相生宍粟線

①平面図

測定地点：（道路近傍）矢野町地区農業集落排水処理施設付近

（背後地）森公民館

②測定時の状況写真 （令和４年６月１６日～６月１７日）

１６



１８

３ 新幹線騒音・振動

測定地点の地域の類型

測定時の列車種分類と列車の長さ

新幹線騒音環境基準について （単位：dB）

暫定基準

第１次～第３次７５デシベル対策区間（国基準：相生市該当なし）以外の区間において７５デ

シベルを超える地域にあっては、７５デシベル以下とするとともに、その他の地域についても

環境基準の達成に向けて対策の実施に努めること。

暫定指針

環境保全上緊急を要する新幹線鉄道振動対策について（勧告）

７０デシベルを超える地域について、緊急に振動源及び障害防止対策等を講ずること。

調査地点
調 査 地 点 側

の軌道
地域の類型 地域の用途

①赤坂２丁目 12 下 Ⅰ 第１種中高層住居専用地域

②緑ヶ丘２丁目 17-46 上 Ⅰ 第１種低層住居専用地域

③那波東本町 7-12 下 Ⅱ 準工業地域

列車の長さ（ｍ） 最高速度 (km/h)

８両編成 ２04.7 ３２０

１６両編成 ４04.7 ３０４

地域の類型 基準値 地域の区分

Ⅰ ７０

第１種低層住居専用地域、 第２種低層住居専用地域

第１種中高層住居専用地域、 第２種中高層住居専用地域

第１種住居地域、 第２種住居地域、 準住居地域

Ⅱ ７５ 近隣商業地域、 商業地域、 準工業地域、 工業地域
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那波野３丁目７－３３

（単位：dB）

①赤坂２丁目１２

（単位：dB）

調 査 日 騒 音 振 動 速 度 評 価

－

測定結果 － － (㎞/h) 過去１０年以上に渡りデータに大

きな変動は無く、また、兵庫県が年

に一度、付近で別途測定をしてい

るため、調査地点を減らした。

環境基準 ７０ －

暫定基準 ７５ －

暫定指針 － ７０

調 査 日 騒 音 振 動 速 度 評 価

Ｒ５．３．７

測定結果 ６９ ６７ (㎞/h)

2９２

騒音：環境基準、暫定基準とも

に満足した。

振動：暫定指針を満足した。

環境基準 ７０ －

暫定基準 ７５ －

暫定指針 － ７０

（１）測定結果について



２０

②緑ヶ丘２丁目１７－４６

平成２３年度の評価

（単位：dB）

③那波東本町７－１２

（単位：dB）

調 査 日 騒 音 振 動 速 度 評 価

Ｒ５．３．６

測定結果 ７０ ４９ (㎞/h)

28０

騒音：環境基準、暫定基準とも

に満足した。

振動：暫定指針を満足した。

環境基準 ７０ －

暫定基準 ７５ －

暫定指針 － ７０

調査日 騒 音 振 動 速 度 評 価

Ｒ５．３．６

測定結果 ７４ ５５ (㎞/h)

2８７

騒音：環境基準、暫定基準とも

に満足した。

振動：暫定指針を満足した。

環境基準 ７５ －

暫定基準 ７５ －

暫定指針 － ７０



２１

（単位：ｄB）

【新幹線】

過去５年間の

測定データ

那波野３丁目 7-33 ①赤坂２丁目１２ ②緑ヶ丘２丁目 17-46 ③那波東本町 7-12

騒 音 振 動 騒 音 振 動 騒 音 振 動 騒 音 振 動

環境基準 ７０ － ７０ － ７０ － ７５ －

暫定基準 ７５ － ７５ － ７５ － ７５ －

暫定指針 － ７０ － ７０ － ７０ － ７０

Ｈ３０ ７０ 5８ ６９ 6８ ７０ 5２ 7５ 5２

Ｒ元 － － ６７ 6６ ６７ 5１ 7３ 5１

Ｒ2 － － ６８ 6７ ６８ ４９ 7４ 5５

Ｒ３ － － ６８ ６７ ６９ ４８ ７４ ５４

Ｒ４ － － ６９ ６７ ７０ ４９ ７４ ５５
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４ 河川・海域の水質

（１）河川測定結果について

～河川調査で測定している項目～

★生活環境項目 水質汚濁に係る環境基準のうち、生活環境の保全に関する環境基準で指定

されている項目で、最も基本的な水質項目

９項目

ＰＨ ＢＯＤ ＣＯＤ ＳＳ ＤＯ 大腸菌数(※) 全窒素 全燐 全亜鉛

※令和４年より環境基準が変更となり、「大腸菌群数」が削除され、「大腸菌数」と

変更となりました。

★健康項目 水質汚濁に係る環境基準のうち、人の健康の保護に関する環境基準の定められ

ている項目

２４項目

カドミウム 全シアン 鉛 六価クロム 砒素 総水銀 ジクロロメタン 四塩化

炭素 1,2-ジクロロエタン 1,1-ジクロロエチレン

シス-1,2-ジクロロエチレン 1,1,1-トリクロロエタン 1,1,2-トリクロロエタン

トリクロロエチレン テトラクロロエチレン 1,3-ジクロロプロペン チラウム

シマジン チオベンカルブ ベンゼン セレン 硝酸・亜硝酸性窒素

ふっ素 ほう素

★特殊項目 生活環境に係る排水基準で指定されている項目のうち、健康項目ほどではない

が有害性が認められ、かつ工場排水などに比較的普通に含まれている成分

４項目

銅 溶解性鉄 溶解性マンガン クロム

★その他の項目

塩化物イオン
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【測定箇所・位置図】

★矢野川 市ノ瀬橋付近

★矢野川 若狭野橋

★測定結果：苧谷川 普光沢川合流前

★苧谷川 普光沢川合流前（※令和元年度以降旭大橋上流と統合）

★旭大橋上流１００ｍ

測定場所：相生市矢野町瓜生 矢野北地区

農業集落排水処理施設付近

測定回数：年４回

測定場所：相生市若狭野町若狭野

若狭野橋付近

測定回数：年４回

測定場所：相生市那波大浜町

境橋下流の苧谷川、普光沢川合

流地点

測定回数：年４回

旭大橋上流１００ｍ地点と統合
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★佐方川

相生産業高等学校

★測定箇所：亀の尾川

★亀の尾川

測定場所：相生市那波大浜町

旭大橋上流１００ｍ地点

測定回数：年４回

測定場所：相生市佐方一丁目

ＪＲ鉄橋西側

測定回数：年４回

測定場所：相生市野瀬

亀の尾橋東側

測定回数：年４回
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水質について

①河川の有機汚濁の代表的指標のＢＯＤより考察する。

ＢＯＤ とは、水中の汚濁物（有機物など）が微生物の働きによって分解される過程

において消費される酸素量のことで、この数値が大きいほど水中の汚濁物が多いこ

とを示し、河川水などの汚濁の程度を示す代表的な指標とされている。

★測定結果

令和 4 年度については、全測定地点ともに環境基準を達成しており、良好な水質を

保っている。※苧谷川普光沢川合流前地点は旭大橋上流１００ｍ地点と統合

ＢＯＤの年平均値の経年変化

Ｂ Ｏ Ｄ の 年 平 均 値（mg／ℓ）

年 度 Ｈ元 Ｈ５ Ｈ１０ Ｈ１５ Ｈ２０ Ｈ２５ Ｈ３０ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４

市ノ瀬橋 ０．８ ０．７ ０．６ ０．７ １．３ １．３ 0．8 １．１ ０．６ ０．９

若狭野橋 １．０ ０．８ ０．７ １．０ １．７ １．５ １．2 １．４ ０．６ １．９

普光沢川 ７．６ ２．１ ２．２ １．０ １．８ １．６ ０．8 － － －

旭大橋 ８．３ ２．５ １．４ １．１ １．８ １．９ 1．7 １．８ ０．６ １．６

佐方川 ６．６ ２．１ ２．０ １．０ １．５ １．６ 1．5 １．４ ０．３ １．２

亀の尾川 ２．１ １．２ １．７ ０．８ ２．０ １．７ １．0 １．５ ０．８ １．７

環境基準 ２．０
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②健康項目（カドミウム・シアン）について

★測定結果 カドミウム、シアンともに環境基準を達成している。

カドミウム(㎎/ℓ) シアン(㎎/ℓ)

Ｈ３０ R 元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｈ３０ R 元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４

市ノ瀬橋 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 － － － － －

若狭野橋 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

普光沢川 <0.0003 － － － － － － － － －

旭大橋 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

佐方川 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 － － － － －

亀の尾川 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 － － － － －

環境基準 ０．００３㎎/ℓ以下 検出されないこと
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（２）海域測定結果について

★測定箇所

～相生湾調査で市が測定している項目～

★生活環境項目 水質汚濁に係る環境基準のうち、生活環境の保全に関する環境基準で指定

されている項目で、最も基本的な水質項目

１０項目

ＰＨ ＣＯＤ ＳＳ ＤＯ 大腸菌数（※） 全窒素 全燐 全亜鉛 油分等

ノニルフェノール

※令和４年より環境基準が変更：「大腸菌群数」が「大腸菌数」となりました。

★健康項目 水質汚濁に係る環境基準のうち、人の健康の保護に関する環境基準の定められ

ている項目で、水質汚濁物質の中でも特に有害性が強いもの

８項目

カドミウム シアン 鉛 六価クロム 砒素 総水銀 ＰＣＢ 硝酸性窒素及び亜

硝酸性窒素

★底質調査

外観 色相 臭気 粒度組成 水分 強熱減量 ＣＯＤ 硫化物 カドミウム 鉛

総水銀 ＰＣＢ

旧衛生センター前

測定回数：年４回

旧皆勤橋

測定回数：年４回

蔓島北

測定回数：年４回
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水質について

①海域の有機汚濁の代表的指標のＣＯＤより考察する。

ＣＯＤとは、水中の汚濁物（有機物など）を酸化剤で分解するときに消費される酸素

量のことで、この数値が大きいほど水中の汚濁物が多いことを示し、海域などの汚濁

の程度を示す代表的な指標とされている。

※１ 環境基準は、１年間の測定値の 75％値（測定値を低い方から並べ、測定値の数の 75％

に相当する数字を使う）という値を基準と比較して達成の有無を判断する。

※２ 赤穂市東部沖については、兵庫県が測定を実施している。

★ 測定結果について

平成元年の公共下水道の供用開始以降、流入する河川の水質改善に伴い、改善さ

れたが、概ね横ばいの状況である。令和４年度は、いずれの測定地点でも、環境

基準は達成されていない。

②健康項目（カドミウム、シアン）について（旧衛生センター前での測定）

★測定結果について

環境基準を達成している。

（カドミウムについては、定量下限値 0.0003 未満であり、環境基準を満たしている。）

カドミウム（㎎/ℓ） シアン（㎎/ℓ）

旧 衛 生

センター

Ｈ３０ R 元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｈ３０ Ｒ元 R２ Ｒ３ R４

<0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

環境基準 0.003 ㎎/ℓ以下であること 検出されないこと

ＣＯＤの７５％値（㎎／ℓ）※１

年 度 Ｈ元 Ｈ５ Ｈ１０ Ｈ１５ Ｈ２０ Ｈ２５ Ｈ３０ R２ R３ R４

旧皆勤橋 ５．５ ４．５ ３．０ ４．１ ３．１ ２．９ ４．8 ４．６ ４．４ ３．２

旧衛生センター前 ３．８ ３．８ ３．２ ３．５ ２．４ ３．５ ２．7 ３．６ ４．０ ２．８

蔓島北 ２．６ ２．８ ２．６ ３．４ ２．９ ２．９ ２．５ ２．８ ３．６ ２．５

赤穂市東部沖※2 ２．４ ２．９ ２．５ ３．１ ２．４ ２．６ ３．０ ２．４ ２．９ ２．６
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５ 公害苦情の状況

●典型７公害での対応の主なもの

大気汚染：光化学スモッグ予報・注意報発令 悪臭：溝の汚染

●その他苦情での主なもの

不法投棄、空き地の管理（雑草の刈り取り）、野焼き

６ 相生市環境マネジメント

（１）苦情受付処理状況について （単位：件数）

月

公 害 苦 情 の 種 類

典 型 ７ 公 害 そ の 他

大

気

汚

染

水
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壌
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染

騒

音

振
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小
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物
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物

動

物

雑

草

繁

茂

野

焼

き

そ

の

他

小

計

計

４ １ １ ２ ２

５ ２ １ １ ４ ４

６ ５ １ １ ７ ７

７ １ １ １ ５ １ ７ ８

８ １３ １３ １３

９ １４ １４ １４

10 １ １ ２ ２

11 ３ １ ４ ４

12 １ １ ２ ２

１ １ １ １

２ １ １ １ １ ２

３ １ １ １ ２ ３ ４

計 1 1 1 3 1 2 ４9 5 3 60 ６3

Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４

典型７公害 11 2 10 7 13 8 4 3 4 3
その他 103 84 75 43 79 60 56 56 57 60
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6 相生市環境マネジメント

相生市環境マネジメントシステム

市は、施設の運営や事務活動において、エネルギーの使用、CO２やごみの排出など、

環境に対して様々な負荷をかけているため、その現状を把握し環境負荷を軽減していく

ことを目的として、全庁全施設において、エネルギー使用量などの管理を行っている。

特に、地球温暖化防止対策を重点項目として位置付け、エネルギー使用量及びそれに伴

う CO２排出量について、平成 23 年度を基準年として毎年度１％以上削減し、平成２８

年度から令和２年度までの５年間で５％の削減を目標として計画管理を行ってきた。

また、エネルギー使用の合理化に関する法律（省エネ法）に基づき、一定以上のエネル

ギーを使用する特定事業者※として、年度毎に国へエネルギー使用量・CO２排出量等の

報告を行っている。

※事業者全体のエネルギー使用量（原油換算値）が 1,500kl/年度以上の場合

㎘（１）エネルギー使用量（原油換算（ ））の推移

（㎘）

原油換算の求め方

エネルギーの使用の合理化等に関する法律施行規則により１GJ＝0.0258kl として

換算することとされている。

年間熱量合計（GJ） × 0.0258kl/GJ ＝ 原油換算値（kl）

（２）市施設関係 CO2 排出量

年 度 ２９ ３０ 元 2 ３ ４

市長部局 2, 421 2,383 2,369 2,380 2,396 2,395

教育委員会部局 680 654 657 712 748 771

合 計 3, 101 3,037 3,026 3,092 3,144 3,166

市長部局（t-CO２） 教育委員会部局（t-CO２）

一般病院 ５１３ 幼稚園 ５４

ごみ処分業 ７６３ 小学校 ４３３

保育所 ４３ 中学校 ２０６

その他の障害者福祉事業 ３４ 公民館 ４０

火葬業 １７７ 図書館 ９８

特別養護老人ホーム １９１ 文化会館 １９６

下水道処理施設維持管理業 １，０６０ 体育施設 ２３７

市機関 ７０１

合 計 ３，４８２ 合 計 １，２６４
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（３）CO2 排出量の推移

(1),(2),(3)の数値は、令和４年度エネルギー使用の合理化に関する法律(省エネ)に基づ

く定期報告書より抜粋。なお、教育委員会部局については法による報告義務は無いが、

数値の管理は行っている。

① CO２排出量の求め方

エネルギー使用量 × CO２排出係数 ＝ CO２排出量

(例)電力使用量の場合

電力使用量 × ０．２９９㎏-CO２／ｋWｈ ＝ CO２排出量

② CO２排出係数

・関西電力株式会社の CO２排出係数とその推移（㎏-CO２／ｋWｈ）

・新エネルギー開発株式会社の使用電力量当たりの CO２排出量 CO２排出係数とその

推移（㎏-CO２／ｋWｈ）

地球温暖化対策の推進に関する法律に基づき、経済産業省及び環境省により、電

気事業者別に毎年公表され、電力会社ごとの電力調達の仕方や、電源構成によって係数

は変わる。

例えば電力構成については、再生可能エネルギー（太陽光発電、風力発電、水力発電

など）や原子力発電などによる電力の CO２排出係数は、ゼロとなる。

東京電力福島第一原発事故をきっかけとした原子力発電所の長期停止等により、

CO２排出係数、排出量ともに高かったが、近年は原子力発電所の再稼働、再生可能エ

ネルギーの活用、火力発電設備の導入などにより、CO２排出係数が低減している。

年 度 ２９ ３０ 元 ２ ３ ４

市長部局 5, 197 4,322 3,578 3,491 3,936 3,482

教育委員会部局 1, 357 1,122 910 954 1,286 1,264

合 計 6, 554 5,444 4,488 4,445 5,222 ４,746

平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年 令和２年 令和３年 令和 4 年

0.509 0.435 0.352 0.34 0.362 0.299

平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年 令和２年 令和３年 令和 4 年

0.482 0.470



３２

７ 環境学習

平成２２年度より、小学４年生以上の２０名で「子ども里海クラブ」を結成し、１年間を

通して海を中心とした環境学習を実施しています。その他、市内の沿岸域にある小学校の環

境学習など、兵庫県、その他専門機関に協力を得ながら事業を行っています。

新型コロナウイルスが蔓延しておりましたＲ２、Ｒ３年度は感染拡大防止対策のため、環

境学習事業については中止としておりましたが、Ｒ４年度より再開しました。

今後も感染症の状況や社会情勢を見ながら、事業実施について慎重に検討を行うことと

します。

「相生湾環境学習フィールドマップ」

・干潟の生物観察会

・チリメンモンスターを探せ

・牡蠣の養殖体験～種付けから

水揚げまで～

・牡蠣礁の生物観察会

・アマモの移植

・干潟の生物観察会

・那波港養浜活動

・シバナの移植

・カヤック教室

・那波港 秋の「ハゼ釣り大会」

・大島山探検

・海岸生物観察会

・リフレッシュ瀬戸内(海岸清

掃活動)

ヒラメの稚魚放流、相生湾

の魚のつかみどり

・唐荷島潮位体験

・相生湾沖底引き網生物調査

・アマモの移植

・おわん島環境体験

・打ち上げ貝調査

・シーグラスアート

・海岸清掃

・耳石から魚の年齢を調べよう

・海水から塩を作ろう

・海藻の押し葉作り

・煮干しの解剖実験

那波港

大島山

野瀬干潟

坪根海岸 鰯浜海岸

蔓島


